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単元１ ● ● ●
単元２ ● ● ●
単元３ ● ● ●
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①水の循環からみた地球 ● ● ●
②太陽の概観 ● ●
③地球の大気と海洋 ● ●
④太陽系と生命の起源 ● ● ●
⑤地球と日本列島の概観 ● ●
⑥活動する地球 ●
⑦地球の変遷 ● ● ●
太陽と宇宙 ⑧太陽の進化と宇宙の歴史 ●































































































































































































































































































































































































































































































象 災 害， ハ ザ ー ド
マップ等）
● ●
　表４に示すカリキュラム案を年間２単位，３学期
制で運用する場合，おおよその目安として，単元①
～単元④を１学期，単元⑤・単元⑥を２学期，単元
⑦～単元⑨を３学期で学ぶことを想定している。た
だし，探究活動を数多く設定すれば，２単位の運用
では不足する可能性があることは否定できず，今後
の課題である。
５　カリキュラムの試行と効果
（1）試行の時期・対象
　地学基礎における地球システム的な見方・考え方
を育成するカリキュラムは，2017年度から授業実践
と同時展開で開発するとともに，その意義等は新学
習指導要領の告示に併せながら修正・改善を重ねて
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きた。表３，表４に示した事項は，2017年度と2018
年度の２年間の試行を基に改善したものである。両
年度とも基本的には表４とほぼ同じカリキュラムに
よる授業を行った。以下，2017年度と2018年度の試
行の効果を報告する。
　本校における理科基礎の履修は，第１学年で全員，
化学基礎（２単位），生物基礎（２単位）を履修し，
第２学年で物理基礎（２単位）または地学基礎（２
単位）を履修する。また，第３学年において，各理
科基礎（１単位）を履修することが可能である。本
報告は，第２学年において試行したものである。
（2）意識の変容
①地球科学に対するイメージ
　2017年度履修生徒に対して，単元⑤までの学習を
終えたところで，「地学基礎を学習することで，地
球科学（地学）に対するイメージが変わったこと」
を尋ね，自由記述によって回答させた。その結果の
一部を表５に示す。
表５．学習後の地球科学のイメージ
○太陽は地学で習う大抵なものごとに対して影響を
与えている。
○地球と太陽，人間（生命）の３つの結びつきは大
変強いもので，相互不可欠な関係にあることを認
識することができた。
○地球内部や環境についての内容が主だと思ってい
たが，宇宙のことも学んですべてはつながってい
るとわかった。
○地学は地球の多様な環境だけでなく，宇宙の成り
立ちや宇宙（太陽）と地球の関係を学ぶというイ
メージができた。
○岩石の種類を学んで何の役に立つのだろうと思っ
ていたが，地球内部の様子を推測できることを知っ
て，すごいと思った。個々の事象が関連している
ということに気付くことが多くなった。
○語句を覚えることの多い科目だと思っていたがそ
れは勘違いで，私たちが普段目にする現象を深く
考えることができる面白い科目だと思った。
○暗記科目ではなく今まで知り得た知識の応用だっ
た。
　カリキュラムに示した単元を全て終えていない段
階での調査であったが，この時点で既に，地球シス
テムを意識している様子を見取ることができた。
②地球システムの意識の状況
　地球システムの意識の状況等を調べるために，
2017年度の履修生徒に対して，単元⑤までの学習を
終えた段階，単元⑨までを終えた段階それぞれにお
いて，ESEの理解目標を質問指標とした質問紙調査
を行い，４段階の評価（4：あてはまる，3：ややあ
てはまる，2：あまりあてはまらない，1：あてはま
らない）による回答をさせた。また，比較のために，
従来の教科書どおりの単元構成（表２ 類型Ａ）に基
づいて学習した2016年度履修生徒に対しても，同様
の質問紙調査を行った。結果を表６に示す。
表６．地球システム等に関する生徒の意識
質問項目
2017年度
履修生徒
2016年度
履修生徒
単元⑤
まで学習
単元⑨
まで学習
単元⑨
まで学習
①　地球はユニークで，たぐいま
れな美しさをもち，大変価値のあ
る惑星である。
3.82 3.71 3.89
②　人間の活動は，集団的なもの
であれ，個人的なものであれ，ま
たそれを意識するしないにかかわ
らず，アースシステム（地球は相
互作用するサブシステムで構成さ
れるシステムである）に対して影
響を与えている。
3.72 3.69 3.52
③　科学的思考力や科学技術の発
達は，地球や宇宙空間を理解した
り利用したりする人間の能力を伸
ばしている。
3.70 3.65 3.74
④　アースシステムは水，岩石，
氷，大気，生命のサブシステムの
相互作用で構成される。
3.50 3.79 3.37
⑤　地球は40億年以上の歴史があ
り，そのサブシステムは絶えず変
化している。
3.53 3.66 3.26
⑥　地球は太古より広がる巨大な
宇宙の中にある太陽系の小さいサ
ブシステムである。
3.68 3.68 3.44
⑦　多くの人が，地球の起源やプ
ロセス，進化等に興味を抱き，こ
れらに関わる仕事に携わってい
る。
3.00 3.10 2.48
　地球システムの意識の状況を調べる質問は，質問
②，質問④，質問⑤，質問⑥である。2017年度履
修生徒は，単元⑤までの学習を終えたときの値が，
2016年度履修生徒の単元⑨までの学習を終えた時点
の値を上回っている。このことは，表５に示した記
述から見取ったように，2017年度履修生徒が，単元
⑤までの学習を終えた時点で，既に，地球システム
を意識している様子が見られたことと合致する結果
である。また，2017年度履修生徒は，質問④と質問
⑤において，単元⑨までの学習を終えたときの値が，
単元⑤までの学習を終えたときの値よりも上昇して
いる。このことから，本カリキュラムに基づく学習
を行うことで，地球システムの意識をもたせること
ができることを確認した。
　また，地球システムの意識の状況以外を調べる質
問①，質問③，質問⑦のうち，質問①と質問③の値は，
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本カリキュラムの学習によって下がっているが，質
問⑦の値は上昇を続け，単元⑨までの学習を終えた
ときの値が，2016年度履修生徒2.48に対して，2017
年度履修生徒3.10で，＋0.62の大幅な差が見られた。
このような変化や差をもたらした要因の分析はでき
ていないが，質問⑦の値が上昇したことについて特
筆しておきたい。岡本（2017）は，ESE「理解目標」
とESD「持続可能な社会づくりの構成概念」の関係
を整理し，質問①～質問⑥は，ESDでは「人を取り
巻く環境（自然・文化・社会・経済など）に関する
概念」に対応し，質問⑦はESDでは「人（集団・地域・
社会・国など）の意志や行動に関する概念」に対応
することを整理した39）。一般的に，日本の理科教育
は，ESDとの関係で捉えれば，「人を取り巻く環境
に関する概念」に対して寄与しているが，「人の意
志や行動に関する概念」に対する寄与は十分でない
と考えられる。しかし，質問⑦の結果から，今回作
成したカリキュラムに基づいて学習することで，「人
の意志や行動に関する概念」に対しても十分寄与で
きる可能性を見いだした。つまり，地学基礎におけ
る地球システム的な見方・考え方を育成するカリ
キュラムに基づく学習は，持続可能な社会の形成者
として必要な資質・能力の育成に十分寄与できるも
のと考えられる。
（3）地球システム的な見方・考え方の習得
　地球システム的な見方・考え方の習得状況を調べ
るために，2017年度履修生徒に対し，単元⑦までの
学習を終えたときに，課題「太陽とホルンフェルス
の関係を，今まで学習したことをもとに詳しく説明
しなさい。」を提示した。取組み時間は50分間であっ
た。
　その結果の一例を図３に示す。「砕屑物が積もっ
て続成作用によってチャートが形成される」等，自
然の事物・現象に関する記述に一部誤りが見られる
ものの，全体としては各システム間のつながりを示
すことができていた。また，2017年度のカリキュラ
ムの試行では，生徒に対して「太陽と人間」を軸に
しながら学習を進めることを伝えていなかったにも
かかわらず，図３の右下キャラクターの吹き出しに
「全ての源は太陽にあり！」と記されていた。この
ことから，本生徒は地球システム的な見方・考え方
を習得できていると考えられる。
　しかし，図３を記した生徒のように，地球システ
ム的な見方・考え方の習得を確認することができた
生徒は少数であった。多くの生徒は，文章による説
明，直線的なつながりの図によって説明しようとし
たものの，途中で断念していた。また，太陽とホル
ンフェルスの間に存在する自然の事物・現象につい
て著しく理解していない生徒は，説明できていな
かった。本課題は，知識の単なる再生ではなく，今
まで身に付けた様々な自然の事物・現象の知識を活
用しながら，それらのつながりを考察し，さらに複
数のつながりを並べて説明する必要があった。その
ため，多くの生徒にとって取り組みにくかったと考
えられる。本課題の取組みは，今後，地球システム
的な見方・考え方の習得に関する評価の在り方を内
容と方法の両面から検討する際の参考資料になりう
るものと考えられる。
図３．生徒の作品例「太陽とホルンフェルスの関係」
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　図３の取組みの改善として，生徒の取り組みにく
さを除くために，2018年度履修生徒に対して，単元
③の学習を終えたときに，主に単元③の知識を活用
して解決できる課題を提示した。課題は「地球規模
の気温上昇は，地表にどのような影響を及ぼすか示
せ。」である。また，文章で述べるのではなく，図
式化することを求め，グループ内による話合いを許
した（１グループ３人）。取組み時間は30分間であっ
た。
　その結果の一例を図４に示す。単元③の知識を活
用して，地球規模の気温上昇が自然の事物・現象に
どのような影響を与えるのか，その影響がさらにど
のような気温変化をもたらすのかについて考察し，
「気温up」や「気温down」と記載している。この他
に「地形の変化」や「生態系の変化」についても記
載しており，単元③の知識以外も活用している。こ
のことから，本グループは，地球システム的な見方・
考え方に基づいて課題解決を図ることができたと考
えられる。ただし，生徒一人一人が地球システム的
な見方・考え方を習得できているかについては判断
できない。
　今回の取組みは，どのグループも取り組みやす
かったようであるが，単元③の知識のみで考察を進
めているグループがあった。このようなことから，
グループ間の交流を行うことで，なるべく多くのつ
ながりを見いださせるように指導した。
図４．生徒の作品例「温度上昇がもたらす影響」
　2017年度及び2018年度に行った地球システム的な
見方・考え方の習得状況の調査から，本カリキュラ
ムに基づく学習によって地球システム的な見方・考
え方の育成が可能であることを概ね確認できた。
６　おわりに
　本稿では，戦後の日本理科教育における地球シス
テムの扱いを整理し，地球システム的な見方・考え
方を定義した。また，地球システム的な見方・考え
方を育成することは，新学習指導要領に示された3
つの資質・能力と整合していることを示した。その
上で，小学校理科，中学校理科，高等学校地学基礎・
地学それぞれの学習内容の構造を整理し，地学基礎
において地球システム的な見方・考え方を育成する
ことが，持続可能な社会の形成者の資質・能力を育
成するために適当であると判断し，そのカリキュラ
ム案を作成した。さらに，このカリキュラム案を試
行した授業を行い，本カリキュラムが地球システム
的な見方・考え方を育成する上で有効であることを
一定程度確認した。
　今後の課題は，地球システム的な見方・考え方の
育成に関する評価の開発，探究活動の開発（教材開
発），これらの開発をとおしてカリキュラムをさら
に修正・改善することである。
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